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3. 推奨環境 
 

u-DIEX を利用するにあたり、u-DIEX を動作させる環境を用意する必要があります。また、クライアントに

アプリケーションのインストールと設定を行う必要があります。以下に、Web-EDI と通信部品の推奨環境の

説明を示します。 

 

 

3.1. Web-EDI 
 

【Web-EDI の推奨環境】  
Web-EDI を利用する推奨環境は以下の URL を参照ください。 

・3.1.Web-EDI：https://www.toyotasystems.com/service/edi/u-diex/u-DIEX_UsersGuide2J.html 

 
・Web-EDI 利用機能のダウンロード、設定方法はホームページより提供します。 

ホームページの URL 日本語版：https://www.toyotasystems.com/service/edi/u-diex/setup-ja.html 

英語版：https://www.toyotasystems.com/service/edi/u-diex/guide-en/ 

 

 

【u-DIEX の接続先 URL】 

Web-EDI で u-DIEX を利用される場合、アクセスする URL は Java 環境が ComponentAA（トヨタ標準 

の Java 実行環境）用と JDK/JRE（Oracle 社製の Java 実行環境）用により異なります｡ 

 
●日本語 ComponentAA（トヨタグループ標準の Java 実行環境）用 URL 

ATSC 認証 ： https://www.u-diex.jp/home-caa-ja/atsc/ 

TSC 認証  ： https://www.u-diex.jp/home-caa-ja/tsc/ 

 
●英語版 ComponentAA（トヨタグループ標準の Java 実行環境）用 URL 

ATSC 認証 ： https://www.u-diex.jp/home-caa-en/atsc/ 

TSC 認証  ： https://www.u-diex.jp/home-caa-en/tsc/ 

 
●日本語版 JDK/JRE（Oracle 社製の Java 実行環境）用 URL 

ATSC 認証 ： https://www.u-diex.jp/home-edi-ja/atsc/ 

TSC 認証  ： https://www.u-diex.jp/home-edi-ja/tsc/ 

 
●英語版 JDK/JRE（Oracle 社製の Java 実行環境）用 URL 

ATSC 認証 ： https://www.u-diex.jp/home-edi-en/atsc/ 

TSC 認証  ： https://www.u-diex.jp/home-edi-en/tsc/ 

 


